
小
鹿
地
域
協
議
会
だ
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
鹿
・
三
徳
地
域
協
議
会
連
絡
会 

 
 

 
 
 

小
鹿
地
域
協
議
会
（
令
和
元
年
五
月
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
小
鹿
・
三
徳
地
域
協
議
会
連
絡
会
」
が
三
月
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
日
に
バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
両
協
議
会 

大
規
模
地
震
に
注
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
役
員
等
約
三
十
人
が
出
席
。
二
つ
の
協
議
会
に
共 

 
 
 
 

バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通
す
る
課
題
や
懸
案
事
項
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

三
朝
町
が
行
っ
た
「
耐
震
診
断
調
査
」
の
結
果
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

当
日
は
、
ま
ず
「
児
童
数
三
百
六
人
で
、
新
し
い 

バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
が
、
大
規
模
地
震
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
朝
小
学
校
を
開
校
し
ま
す
」
と
西
田
教
育
長
が
説 

発
生
し
た
場
合
、「
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
。
続
い
て
は
、「
東
小
学
校
の
活
用
方
法
に
つ
い
て 

が
あ
る
」
と
い
う
判
定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
地
元
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
地
域
の
振 

側
に
つ
い
て
は
、「
倒
壊
等
の
可
能
性
は
低
い
」
と 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
利
用
を
目
指
し
た
い
」
と
い 

い
う
結
果
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

体
育
館
は
、
大
規
模
な
地
震
に
対
す
る
注
意
喚
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次
に
、「（
仮
称
）
東
小
学
校
区
大
運
動
会
の
開
催 

の
張
り
紙
を
建
物
に
は
り
、
当
面
の
間
、
十
分
に
注 

 
 

東
小
学
校
閉
校
式
が
、
三
月
二
十
三
日
、
同
校
体 

 

に
つ
い
て
」
で
は
、
今
後
、
小
鹿
・
三
徳
の
両
地
域 

意
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ 

 

育
館
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
の
同
校
発
足
以 

 

で
協
議
し
な
が
ら
、
地
域
の
住
民
が
と
も
に
集
え
る 

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来
五
十
年
間
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 

よ
う
な
催
し
を
目
指
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
令
和
元
年
度
に
東
小
空
き
校
舎
の
活
用 

 
 
東
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
小
鹿
小
学
校
と 

 

ま
た
、
道
路
問
題
で
は
「
片
柴
橋
の
改
良
促
進
と
坂 

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
耐
震
へ
の
取
組
が
検
討
さ
れ 
 

三
徳
小
学
校
が
統
合
し
て
誕
生
。
こ
れ
ま
で
に
、
千 

 

本
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
」、
い
ず
れ
も 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

百
五
十
七
人
の
児
童
が
同
校
で
学
び
、
小
鹿
・
三
徳 

 

車
両
の
安
全
な
通
行
に
不
可
欠
な
重
要
な
路
線
な
の 

 

な
お
、
バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
る
災
害
時 

 

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ 

 

で
、
早
期
の
事
業
着
手
を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
と
、 

の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
は
、
本
館
部
分
（
会
議
室 

 

ん
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
閉
校
式
で
は
、
教
育
委 

 

鳥
取
県
の
担
当
課
長
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

側
）
で
対
応
さ
れ
ま
す
。
体
育
館
を
利
用
さ
れ
る
時 

 

員
会
が
閉
校
の
告
示
を
し
た
後
、
同
校
の
校
旗
が
返 

 
 

は
、
大
規
模
な
地
震
に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

納
さ
れ
、
児
童
代
表
の
お
別
れ
の
言
葉
な
ど
で
、
同 

 
 
 

町
議
会
の
報
告
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
お
別
れ
を
告
げ
ま
し 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
年
度
の
「
第
一
回
議
会
報
告
会
」
が
五
月
二
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
「
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」 

 

四
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
、
バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
は
、
児
童
四
十
三
人
全
員
が
、
こ
の
日
を
目
指
し 

 

開
か
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
東
小
太
鼓
」
を
披
露
。 

 

当
日
は
、
六
人
の
町
議
会
議
員
が
出
席
。
三
月
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
参
加
者
か
ら
盛
大
な
拍
手 

 

例
町
議
会
の
報
告
や
出
席
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
ま
す
。
意
見
交
換
の
内
容
は
「
小
鹿
地
区
の
振
興 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
関
わ
る
町
予
算
に
つ
い
て
」
な
ど
。
皆
さ
ん
が
お 

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

児童 43人が元気に校歌を合唱 

東

小

学

校

閉

校
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